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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・小向　静江様～1/27（月）9：00～三戸中央病院内科受診予定。情報提供書作成済。外出申請済。受診に備え、膀胱留置カテーテル挿入指示を受ける。
・小笠原　久年様～ピコスルファートNa内用液　2本処方となる。
・柿木　真吾様～本日定期の膀胱留置カテーテル交換日。主治医より、抜去してオムツ・トイレ対応として経過観察の指示を受ける。
　　　　　　　　便秘7日目。ケンエーG浣腸実施し、反応便少量確認。

・稲荷　幸七様～本日妻様来院。本人様と面会実施。今後の方向性について確認し、当院対応、かつDNRの方向となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。幻聴の訴えや苛々感なく穏やか。他者トラブルなし。入浴後は何度も髪型や容姿を気にして鏡を見ている。引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
・恵茂田　義春様～終日隔離中。10～16時の開放観察行っている。飲水要求、確認行為等見られるが過度とならず、落ち着いて過ごせている。引き続き精神症状の変化に注意し観察し、早期の処遇改善を目指して看護介入行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　亮子様～ホールベンチで閉眼。両腕を組んで過ごし他者交流はない。不穏さ、帰宅要求もない。対面時穏やか。
・馬場　良様～帰宅要求等なく、自ら整容行いホールや自室で静かに過ごせている。やや
了解の悪さ見られるが、しつこさはない。
・杉澤　恵子様～創部からの新たな出血は見られず、嘔気・嘔吐なし。活気見られる。
・長峰　孝様～話しかけに対し吃る様子見られ、うまく言葉が出て来ず難発の様子。再三ゆっくりと話しかけ、「…うん」と一言程度話す。自室で経過。
・和田　みよ子様～収縮期血圧70台で経過するが、時折発語が聞かれ、介入時の抵抗も見られている。酸素飽和度低下なし。14：00体温37.2℃で経過する。
・稲荷　幸七様～血圧低値で経過するが、体動見られ、発語も聞かれている。酸素5Lで酸素飽和度94～96％。痰絡みなし。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時折、入院形態について話し掛けあり。その際、主治医が変更になった
　　　　　　　　ら退院請求を行う等の発言聞かれている。また保護者は主治医の妻であると話し、妄想発言と現実検討できている内容が混じっている。対面時は穏やか。引き続き家族様へアプローチ行っていく。
＜新入院患者様情報＞
日時：R2.1.25　　12：36

　　氏名：野村　才惠（のむら　たちえ）様

生年月日：昭和28年3月17日　66歳

　　病名：統合失調症

　　性別：女性

　主治医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット

　(経過）

　八戸西病院からの転入院。

　入院前は単身生活をしていたが、詳細は不明。60歳頃より統合失調症でささクリニック
へ通院していた。兄がいるが、兄は里親へ預けられており、東日本大震災を機に帰省した
際、本人・母親（現在は死去している）と初めて対面する。時折、本人宅へ兄が訪問した
際には、こたつで寝ている事や、空のグラスが何個も置かれており、酒臭が漂っている事
もあった。　

　R1.10.28、室内で転倒、骨折し、R1.11.2、八戸市立市民病院へ入院。R1.11.14、右股人
工置換術を施行し、リハビリ目的にて、R1.12.9、八戸西病院へ転入院となる。内服薬の拒
否があり、服薬したふりをして、まとめて服薬する事や、帰宅要求も聞かれ、所持してい
る杖で看護師を叩くなどの粗暴行為も認められている。リハビリ中であるが、歩行が不安
定な状態が続いており、単身生活は困難な状態である事から、精神症状の軽減と、介護保
険等のサービスを利用した生活を検討していきたいとご家族からの希望があり、当院への
転入院の依頼がある。

　精神症状改善、環境調整目的で、R2.1.25　東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。　
・1月27日家族が来院予定。洗濯や他科受診の有無等、確認が必要。　
